
学校教育目標

進んで学び考える子ども

思いやりのある明るい子ども

ねらいを決めてがんばる子ども

体をきたえ元気な子ども

校章の由来
昭和25年6月28日に制定

学問の神様、菅原道真の紋所の梅の花をもとにして、

・清らかに（清廉潔白）

・正しく （正義感）

・たくましく （剛健不屈）を願っている。

花弁を「さ」の字でかたどり、五つの花弁で「さご」とし、

中心には「高」の字を入れ、 「高砂」を表している。

校歌の由来
昭和36年10月24日制定

校章の願いをこめて定めたもので、校章の願いをこめて定めたもので、第4代近江順次校長は、

その当時室蘭清水丘高校教頭の成田雄次郎氏を介し、児童文学作

家の石森延男氏に作詞を依頼し、石森氏を通して作曲家の諸井三

郎氏が作曲した。

全校児童による校歌発表会をもち、制定日とした。

学校教育目標 1










